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1. 設計及び工事計画添付書類に係る補足説明資料 

  Ⅵ-2-2-2「原子炉建屋の耐震性についての計算書」及びⅥ-2-9-3-1「原子炉建屋原子炉区域（二

次格納施設）の耐震性についての計算書」の記載内容を補足するための資料を以下に示す。なお，

原子炉建屋屋根トラスの解析には，解析コード「ｆａｐｐａｓｅ」を用いる。 

 

 

別紙 1 応力解析における既工認と今回設工認の解析モデル及び手法の比較 

別紙 2 応力解析におけるモデル化，境界条件及び拘束条件の考え方 

別紙 3 応力解析における断面の評価部位の選定 

別紙 4 原子炉建屋の既工認時の設計用地震力と今回設工認における静的地震力 

別紙 4 及び弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力の比較 

別紙 5 保有水平耐力の安全余裕の考え方 

別紙 6 原子炉建屋の設計体系における補助壁の取扱いについて 
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別紙 1-2-1 

1. 概要 

本資料は，2007 年新潟県中越沖地震（以下「中越沖地震」という。）後に実施した原

子炉建屋屋根トラス（以下「6 号機屋根トラス」という。）の耐震補強方法が 7 号機原子

炉建屋屋根トラス＊（以下「7 号機屋根トラス」という。）と異なる理由について説明す

るものである。 

また，中越沖地震後に耐震補強を実施した 6 号機屋根トラスのつなぎばり斜材の累積

塑性変形倍率が 7 号機屋根トラスと比較して大きい理由についても併せて示す。 

 

注記＊：補強後の比較に用いる 7 号機屋根トラスの内容は，令和 2 年 10 月 14 日付け

原規規発第 2010147 号にて認可された柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機の設計

及び工事の計画のⅤ-2-9-3-1「原子炉建屋原子炉区域（二次格納施設）の耐

震性についての計算書」による。 

 

  



 

別紙 1-2-2 

2. 建設時の構造比較 

6 号機屋根トラス及び 7 号機屋根トラスの建設時の構造比較を表 2－1 に，構成部材の

比較一覧を表 2－2 に示す。 

表 2－1 及び表 2－2 より，建設時における 6 号機屋根トラス及び 7 号機屋根トラスの

構造の差異は，下弦面サブビームの有無及び上弦面サブビームの接合条件である。上弦

面サブビーム接合部の比較を図 2－1 に示す。なお，6 号機屋根トラスは，建設時に，ト

ラスを立体的に地組し，大型のブロックで吊込む工法を採用したため，下弦面にサブビ

ームを配置している。 
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 表 2－1 建設時の構造比較（1/3） 

（単位：mm） 

項目 6 号機屋根トラス 7 号機屋根トラス 構造の差異 

屋根上弦面 

平面図 

(T.M.S.L.49700) 

 

 

差異なし 

注：東京湾平均海面を，以下「T.M.S.L.」という。  
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 表 2－1 建設時の構造比較（2/3） 

（単位：mm） 

項目 6 号機屋根トラス 7 号機屋根トラス 構造の差異 

屋根下弦面 

平面図 

(T.M.S.L.45700) 

 
 

 

6 号機屋根ト

ラ ス は ， サ

ブ ビ ー ム を

設 置 し て い

る。 

 

95
0
0

10
5
00

8
00
0

8
00
0

57
0
00

10
5
0
0

1
05
00

70
0

70
0

105008000800010500

R R R R R65432

R A

RB

R

R

R

R

R

C

D

E

F

G

51
00

51
00

52
50

52
50

40
00

40
00

40
00

40
00

52
50

52
50

56
00

56
00

2300 2100 2000 2070 2060 2070 2060 20702070

37000

2060 2000 2300210020702060 2070207020702300 2100 2000 2070 2060 2070 2060 20702070

6100300 6200 6200 6200 6200 6100 300

2060 2000 2300210020702060 207020702070

PN

HB
4

HB4

HB
4

HB4

HB
4

HB4

HB
4

HB4

T1

TB
1

T
B1

TB
1

T1

T1

TB
1

T1

T1

TB
1

T
B1

HB
4

SG11

HB
4

SG11

HB4

SG11

HB4 HB
4

T
B1

T
B1

HB4

HB4

TB
1

HB
4

HB
4

TB
1

HB4

SG
11

HB4

HB
4

S
G1
1

HB
4

HB4

HB4

HB
4

HB4

HB
4

TB
1

HB
4

HB4

HB4

HB
4

HB
4

HB4 T
B
1

HB4

HB
4

TB
1

HB4

HB
4

SG
11

HB
4

HB4

HB4

HB
4TB
1

SG
11

HB
4

HB4

SG
11

HB
4

TB
1

HB
4

HB4

HB
4 HB4

HB4

HB4

HB
4

SG
11

TB
1

HB4

HB
4

HB4T
B1HB4

SG11

HB
4

SG11

HB
4T
B1

SG11

HB4
HB4

HB4 HB
4

SG11

HB4

SG11

HB
4

SG11

HB
4

HB4

HB4

HB
4

HB4

HB
4

HB
4

T
B1

HB
4

HB
4
TB
1

HB
4

HB
4

HB4

HB
4

HB4

TB
1

HB4

HB
4

HB
4

HB4

HB4

TB
1

HB
4

HB
4

HB4

T
B1

HB
4

TB
1

HB
4

SG
11

HB
4

HB4

S
G1
1

HB4

HB
4

TB
1

HB
4

HB4

SG
11

HB4

HB
4

HB
4

HB4

TB
1

SG
11

HB4

HB
4

HB
4

HB4 HB
4

TB
1

HB4HB
4

HB4

HB
4T
B1

SG11

HB4

SG11

SG
11

HB
4
HB
4 HB4

HB
4HB4

SG
11

TB
1

HB
4HB4

HB4 T
B1

SG11

HB
4
HB
4

：サブビーム 

凡例 



 

 

別
紙

1-
2
-5 

 表 2－1 建設時の構造比較（3/3） 

（単位：mm） 

項目 6 号機屋根トラス 7 号機屋根トラス 構造の差異 

主トラス 

断面図 

（ RD 通り） 

 
 

差異なし 

つなぎばり 

断面図 

（ R4 通り） 

 
  

差異なし 

 

L1 L1L2L2 L3 L3
L1 L2

L3 L3
L2 L1

L
5

L
5L
5

L
5L
5

CH2

CH1

T.M.S.L.45700

40
00

（水下トラス天端）

（水下トラス下端）

T.M.S.L.49700

T.M.S.L.49890
（水上）

105008000800010500

R R R R R65432
37000

CH3 CH3 CH3 CH3 CH3 CH3

CH4CH4CH4CH4CH4CH4

L4L4L4L4L4 L4L4L4 L4
L4L4L4

L
6

L
6

L
6

L
6

L
6

L
6

L
5 L5 L
5

L
5

L
5

95001050080008000

57000

1050010500

RBRCRDRERFRG RA



 

別紙 1-2-6 

表2－2 構成部材の比較一覧 

部位 
6 号機屋根トラス 7 号機屋根トラス 

構造の差異 
使用部材 接合条件 使用部材 接合条件 

主トラス 

上弦材 H－428×407×20×35 剛接合 H－428×407×20×35 剛接合 差異なし 

下弦材 H－400×408×21×21 剛接合 H－400×408×21×21 剛接合 差異なし 

斜材 

H－400×400×13×21 

H－350×350×12×19 

H－244×252×11×11 

ピン接合 

H－400×400×13×21 

H－350×350×12×19 

H－244×252×11×11 

ピン接合 差異なし 

束材 2[s－200×90×8×13.5 ピン接合 2[s－200×90×8×13.5 ピン接合 差異なし 

つなぎ 

ばり 

上弦材 H－394×398×11×18 剛接合 H－394×398×11×18 剛接合 差異なし 

下弦材 H－200×200×8×12 ピン接合 H－200×200×8×12 ピン接合 差異なし 

斜材 2Ls－90×90×10 ピン接合 2Ls－90×90×10 ピン接合 差異なし 

束材 2[s－200×80×7.5×11 ピン接合 2[s－200×80×7.5×11 ピン接合 差異なし 

水平 

ブレース 

上弦面 

2[s－400×130×14×22 

＋2PLs－22×116 

2[s－400×130×14×22 

2[s－300×100×8×12 

ピン接合 

2[s－400×130×14×22 

＋2PLs－22×116 

2[s－400×130×14×22 

2[s－300×100×8×12 

ピン接合 差異なし 

下弦面 CT－150×300×10×15 ピン接合 CT－150×300×10×15 ピン接合 差異なし 

サブ 

ビーム 

上弦面 H－394×398×11×18 ピン接合 H－394×398×11×18 剛接合 接合条件の違い 

下弦面 H－200×200×8×12 ピン接合 ― ― 

6 号機屋根ト

ラスはサブビ

ームを設置 

母屋 H－244×252×11×11 ピン接合 H－244×252×11×11 ピン接合 差異なし 

 

  

(a) 6号機屋根トラス (b) 7号機屋根トラス 

 

図 2－1 上弦面サブビーム接合部の比較

  

上弦面サブビーム つなぎばり上弦材 
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3. 中越沖地震後の耐震補強 

3.1 耐震補強後の構造比較 

6 号機屋根トラス及び 7 号機屋根トラスは中越沖地震後に裕度の少ないつなぎばり

斜材及び下弦面水平ブレースを対象に耐震補強を実施している。耐震補強後の構造比

較を表 3－1 に示す。具体的には以下の差異がある。 

①下弦面サブビームの有無。（建設時と同様。） 

②RC 通り～RE 通り間の下弦面水平ブレースの補強の有無。 

③外周部のつなぎばり斜材について，6 号機屋根トラスは部材の取替え，7 号機屋根

トラスは補強材を追加。 

④外周部の下弦面水平ブレースについて，6 号機屋根トラスは部材の取替え，7 号機

屋根トラスは補強材を追加。 

 

3.2 耐震補強方法の差異 

「3.1 耐震補強後の構造比較」に示す②の差異として，6 号機屋根トラスの下弦面

水平ブレースは RC 通り～RE 通り間で補強を行っていないが，7 号機屋根トラスでは補

強を行っている。この理由は，6 号機屋根トラスでは下弦面にサブビームが設置され

ており，サブビームによる応力負担が見込めるためである。 

また，③及び④の差異として，6 号機屋根トラスは外周部のつなぎばり斜材及び水

平ブレースの接合部が RC 躯体外側に位置しているため，補強対象の全部材について，

取替えを行った。一方，7 号機屋根トラスは外周部のつなぎばり及水平ブレースの接

合部が RC 躯体内側にあり，部材の取替えが困難なため，補強材の追加を行った。つな

ぎばり概略図を図 3－1 に，外周部のつなぎばり斜材接合部の比較を図 3－2 に，屋根

下弦面概略図を図 3－3 に，外周部の下弦面水平ブレース接合部の比較を図 3－4 に示

す。 
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 表 3－1 中越沖地震後に実施した耐震補強後の構造比較（1/2） 

（単位：mm） 

項目 6号機屋根トラス 7号機屋根トラス 構造の差異 

屋根下弦面 

平面図 

(T.M.S.L.45700) 

 
  

①6 号機屋根トラ

スは，サブビーム

を設置している。 

（建設時と同様） 

 

②6 号機屋根トラ

スの水平ブレース

は，RC～RE 間にお

いては補強を行っ

ていない。 

 

③外周部の水平ブ

レースについて，

6 号機屋根トラス

は部材の取替え，

7 号機屋根トラス

は補強材を追加し

ている。 

 

 

補強部材 

箇所 補強前 補強後 箇所 補強前 補強後 

② ― ―   ② CT－150×300×10×15 

補強材追加：CT－150×300×10×15

＋[－150×75×6.5×10 

取替え：CT－175×350×12×19 

③ CT－150×300×10×15 取替え：CT－175×350×12×19  ③ CT－150×300×10×15 

補強材追加：CT－150×300×10×15

＋[－150×75×6.5×10 

取替え：CT－175×350×12×19 

  

 

① 
② 

③ 

水平ブレースの 

取替え 
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● ：補強材 

赤色：補強箇所 

青色：差異 



 

 

別
紙

1-2
-
9 

 表 3－1 中越沖地震後に実施した耐震補強後の構造比較（2/2） 

（単位：mm） 

項目 6号機屋根トラス 7号機屋根トラス 構造の差異 

つなぎばり 

断面図 

（R4通り） 

 

 
④外周部のつなぎ

ばり斜材につい

て，6 号機屋根ト

ラスは部材の取替

えによる補強を行

い，7 号機屋根ト

ラスは補強材を追

加している。 

補強部材 

箇所 補強前 補強後 箇所 補強前 補強後 

④ 

2Ls-90×90×10 取替え：2Ls－120×120×8 

④ 

2Ls-90×90×10 
補強材追加：2Ls-90×90×10 

＋L－75×75×6 

2Ls-90×90×10        取替え：2Ls－130×130×9 2Ls-90×90×10 取替え：2Ls－130×130×9 

  

④ 

つなぎばり斜材の 
部材の取替え 

④ 
95001050080008000

57000

1050010500

RBRCRDRERFRG R A

（水上トラス天端）

T.M.S.L.49890

つなぎばり斜材外周部の 
補強材の追加 

つなぎばり斜材の 
部材の取替え 
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図3－1 つなぎばり概略図 

 

 

  

(a) 6号機屋根トラス (b) 7号機屋根トラス 

 

図3－2 外周部のつなぎばり斜材接合部の比較 

  

外周部のつなぎばり斜材接合部 
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図 3－3 屋根下弦面概略図（T.M.S.L.45700mm） 

 

 

 
 

(a) 6号機屋根トラス (b) 7号機屋根トラス 

 

図 3－4 外周部の下弦面水平ブレース接合部の比較

  

外周部の下弦面水平ブレース接合部 



 

別紙 1-2-12 

4. 累積塑性変形倍率の差異 

中越沖地震後に耐震補強を実施した 6 号機屋根トラス及び 7 号機屋根トラスのつなぎ

ばり斜材は，全部材の中で累積塑性変形倍率が最も大きく，6，7 号機で評価結果に差が

ある。累積塑性変形倍率が最も大きい部材の評価対象箇所を図 4－1 に，評価結果を表 4

－1 に示す。また，6 号機屋根トラスの累積塑性変形倍率が最も大きい箇所（以下「A 部」

という。）及び 7 号機屋根トラスの累積塑性変形倍率が最も大きい箇所（以下「B 部」と

いう。）の評価部位の比較を図 4－2 に，それら評価部位の軸力－軸ひずみ関係の比較を

図 4－3 及び図 4－4 に示す。 

図 4－3 及び図 4－4 に示すとおり，耐震補強方法に差異がある A 部において，6 号機屋

根トラスのつなぎばり斜材は，7 号機屋根トラスと比較して，座屈及び降伏が繰り返し

生じている。一方，耐震補強方法が同一である B 部においては，概ね同等の結果となっ

ている。 

以上より，6 号機屋根トラスのつなぎばり斜材の累積塑性変形倍率が 7 号機屋根トラ

スと比較して大きい理由は，中越沖地震後の耐震補強方法の差異によるものと推察され

る。 
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○：6 号機屋根トラスの累積塑性変形倍率が最も大きい部材を示す。 

(a) 6 号機屋根トラス 

 

 

○：7 号機屋根トラスの累積塑性変形倍率が最も大きい部材を示す。 

(b) 7 号機屋根トラス 

図 4－1 評価対象箇所（つなぎばり斜材：R4 通り）（単位：mm） 

 

 

表 4－1 累積塑性変形倍率の評価結果 

(a) 6 号機屋根トラス 

部位 

累積塑性 

変形倍率 

η 

部材 
地震動 

ケース 

斜材 50.7 
2Ls-120×120×8 

SS41（SS400 相当） 

Ss-1 

ケース 2 

 

(b) 7 号機屋根トラス 

部位 

累積塑性 

変形倍率 

η 

部材 
地震動 

ケース 

斜材 0.995 
2Ls-130×130×9 

SS41（SS400 相当） 

Ss-1 

ケース 2 

  

つなぎばり斜材の 
部材の取替え 

つなぎばり斜材外周部の 
部材の取替え 

95001050080008000

57000

1050010500

RBRCRDRERFRG R A

（水上トラス天端）

T.M.S.L.49890

つなぎばり斜材外周部の  

補強材の追加 

つなぎばり斜材の 

部材の取替え 
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（a）6 号機屋根トラス 

 

 

（b）7 号機屋根トラス 

○：A 部 

○：B 部 

図 4－2 評価部位の比較（つなぎばり斜材：R4 通り）（単位：mm） 

 

  
(a) 6 号機屋根トラス (b) 7 号機屋根トラス 

図 4－3 軸力－軸ひずみ関係の比較（A 部） 

 

  
(a) 6 号機屋根トラス (b) 7 号機屋根トラス 

図 4－4 軸力－軸ひずみ関係の比較（B 部）  
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補強材の追加 
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5. まとめ 

6 号機屋根トラス及び 7 号機屋根トラスについて，建設時の構造比較及び中越沖地震

後に実施した耐震補強後の構造比較を行った。 

その結果，6 号機屋根トラスの耐震補強方法が 7 号機屋根トラスと異なる理由は，下

弦面サブビームの有無，外周部のつなぎばり斜材接合部及び外周部の水平ブレース接合

部の差異によるものであることを確認した。 

また，6 号機屋根トラスのつなぎばり斜材の累積塑性変形倍率が 7 号機屋根トラスと

比較して大きい理由は，中越沖地震後の耐震補強方法の差異によるものと推察した。 

 









































別紙4 原子炉建屋の既工認時の設計用地震力と今回設工認 
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 地震力の比較 
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（参考資料）既工認時のせん断力分配解析 

 

1. 概要 

「原子炉建屋の耐震性についての計算書に関する補足説明資料」のうち別紙4－1「弾

性設計用地震動Ｓｄによる検討」に示すＳｄ地震時の耐震壁の分担せん断力は，既工認

時＊のせん断力分配解析結果の比率に基づき算定している。 

本資料は，Ｓｄ地震時の耐震壁の分担せん断力の算定根拠となる既工認時のせん断力

分配解析結果を示すものである。 

 

注記＊：平成3年8月23日付け3資庁第6674号にて認可された工事計画の添付書類

Ⅳ-2-7-1「原子炉建屋の耐震性についての計算書」を示す。 
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2. 既工認時のせん断力分配解析 

2.1 耐震壁の分担せん断力 

既工認時の分担せん断力の計算は，耐震壁の各部分の設計用応力等を求めるために

行っている。地震時水平荷重はそのすべてを RCCV，ボックス壁及び中間壁が負担する

ものとしている。 

解析モデルは，これらの耐震壁の各階床位置での水平方向変位を同一とするために

両端をピン支持とした剛な部材で結んでいる。また，基礎スラブから立上がる耐震壁

の基部は固定としている。 

なお，EW 方向については，プール壁が RCCV の曲げ変形を拘束する影響を考慮して

回転ばねを取付けている。 

解析は，表 2－1 及び表 2－2 に示す設計用地震荷重を図 2－1 及び図 2－2 のモデル

に外力として加えて行う。 
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2.2 ねじれの影響による分担せん断力の補正 

偏心の生じている階では以下により補正係数を求め，それを各耐震壁分担せん断力

に乗じて設計用せん断力とし補正を行う。その結果を表 2－3 及び表 2－4 に示す。 

α＝１＋
ΣＤ

ｘ
・ｅ

Ｊ
ｘ
＋Ｊ

ｙ

・Ｙ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥     

ここで， 

α ： ねじれ補正係数（1.0 以上とする。） 

Ｇ ： 重心（層せん断力作用中心） 

Ｒ ： 剛心 

Ｑ ： 層せん断力 

Ｄｘ ： X 方向の各耐震壁の剛性 

Ｄｙ ： Y 方向の各耐震壁の剛性 

Ｊｘ ： Σ(Ｄｘ･Ｙ2) 

Ｊｙ ： Σ(Ｄｙ･Ｘ2) 

ｅ ： 偏心距離 

 

  

e α＝1.0

Q G

R

Y

X

（2．1） 
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表 2－1 設計用地震荷重（NS 方向） 

(a) 外壁部 

標高 

T.M.S.L. 

(m) 

せん断力(t) 

動的解析

Ｓ１－Ｄ 
静的 

設計用 

せん断力 

38.2～49.7 2630 3480 4420 

31.7～38.2 5930 8400 10660 

23.5～31.7 9370 12430 15940 

18.1～23.5 13730 18700 23880 

12.3～18.1 16260 22480 28750 

 4.8～12.3 20640 30980 38760 

-1.7～ 4.8 21590 34840 43530 

-8.2～-1.7 18570 33040 40280 

 注：東京湾平均海面を，以下「T.M.S.L.」という。 

 

(b) RCCV 部 

標高 

T.M.S.L. 

(m) 

せん断力(t) 

動的解析

Ｓ１－Ｄ 
静的 

設計用 

せん断力 

38.2～49.7 ― ― ― 

31.7～38.2 ― ― ― 

23.5～31.7 3320 5510 6830 

18.1～23.5 6240 9800 12270 

12.3～18.1 8020 12050 15130 

 4.8～12.3 8720 13890 16900 

-1.7～ 4.8 9550＊ 16180＊ 19170＊ 

-8.2～-1.7 13060＊ 23200＊ 28630＊ 

     注記＊：中間壁の設計用地震荷重を含む。 
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表 2－2 設計用地震荷重（EW 方向） 

(a) 外壁部 

標高 

T.M.S.L. 

(m) 

せん断力(t) 

動的解析

Ｓ１－Ｄ 
静的 

設計用 

せん断力 

38.2～49.7 2370 3340 4200 

31.7～38.2 5750 8150 10260 

23.5～31.7 8930 11530 14450 

18.1～23.5 11830 16420 20610 

12.3～18.1 15280 21590 27100 

 4.8～12.3 20430 30980 38230 

-1.7～ 4.8 22110 35400 43340 

-8.2～-1.7 19870 34350 44170 

  

 

(b) RCCV 部 

標高 

T.M.S.L. 

(m) 

せん断力(t) 

動的解析

Ｓ１－Ｄ 
静的 

設計用 

せん断力 

38.2～49.7 ― ― ― 

31.7～38.2 ― ― ― 

23.5～31.7 3600 6130 7750 

18.1～23.5 7710 11910 15040 

12.3～18.1 8320 12940 16350 

 4.8～12.3 8530 13900 17230 

-1.7～ 4.8 9250 15620 19240 

-8.2～-1.7 12460＊ 21890＊ 24740＊ 

     注記＊：中間壁の設計用地震荷重を含む。 
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図 2－1 せん断力分配解析モデル（NS 方向） 
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図 2－2 せん断力分配解析モデル（EW 方向） 
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表 2－3 補正係数α及び分担せん断力（NS 方向） 

標高 

T.M.S.L. 

(m) 

補正係数α α補正後の分担せん断力(t) 

RCCV 
ボックス壁 中間壁 

RCCV 
ボックス壁 中間壁 

RA RG RB RF RA RG RB RF 

38.2～49.7 ― 1.00 1.01 ― ― ― 2230 2210 ― ― 

31.7～38.2 ― 1.00 1.00 ― ― ― 5480 5200 ― ― 

23.5～31.7 1.00 1.01 1.00 ― ― 6830 8080 7900 ― ― 

18.1～23.5 1.00 1.00 1.00 ― ― 12270 12120 11800 ― ― 

12.3～18.1 1.00 1.02 1.00 ― ― 15130 14290 14760 ― ― 

 4.8～12.3 1.00 1.01 1.00 ― ― 16900 18810 20060 ― ― 

-1.7～ 4.8 1.00 1.00 1.01 1.00 1.01 17310 21800 21930 1060 810 

-8.2～-1.7 1.00 1.00 1.02 1.00 1.01 18800 20150 20430 5590 4280 
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表 2－4 補正係数α及び分担せん断力（EW 方向） 

標高 

T.M.S.L. 

(m) 

補正係数α α補正後の分担せん断力(t) 

RCCV 
ボックス壁 中間壁 

RCCV 
ボックス壁 中間壁 

R1 R2 R6 R7 R2 R3 R5 R6 R1 R2 R6 R7 R2 R3 R5 R6 

38.2～49.7 ― ― 1.01 1.00 ― ― ― ― ― ― ― 1980 2240 ― ― ― ― ― 

31.7～38.2 ― 1.03 1.02 1.00 1.00 ― ― ― ― ― 3250 2090 2840 2230 ― ― ― ― 

23.5～31.7 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 ― ― ― ― 7750 4000 3520 3140 3820 ― ― ― ― 

18.1～23.5 1.00 1.00 ― ― 1.00 ― ― ― ― 15040 10570 ― ― 10050 ― ― ― ― 

12.3～18.1 1.00 1.00 ― ― 1.00 ― ― ― ― 16350 13890 ― ― 13240 ― ― ― ― 

 4.8～12.3 1.00 1.01 ― ― 1.00 ― ― ― ― 17230 19160 ― ― 19260 ― ― ― ― 

-1.7～ 4.8 1.00 1.01 ― ― 1.00 ― ― ― ― 19240 21760 ― ― 21690 ― ― ― ― 

-8.2～-1.7 1.00 1.00 ― ― 1.01 1.00 1.00 1.00 1.01 20180 22080 ― ― 22270 2270 890 680 730 

 


